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2歳児の興味と理解

紙芝居を通してー

研究第8部 星 美智子

かっぽかっぽと歩いていくと，りす由子どもに会い，い

I 研究目的 っしょにいくと，今度はさるの子どもたちにも会って大

ぜいでいっしょに歩いていく。しばらくいくと，ぶたが

ζれまで， 2歳児由行動特徴，笑いの観察を通してみ 寝ていて，ろばが子守り白手伝いを頼んでもいやだとい

た2歳児の行動特徴 2歳児をもっ母親D育児不安，な う。ろばは大きな木由下でおにどっ ζをしたり，自分の

どについて研究をすすめてきた。今回は，紙芝居の実践 背中をすべり台にしたりして子どもたちと遊ぶ。そのう

を通して，その興味と理解を検討し， 2歳児の特性を把 ち雨が降ってくる。みんなで木の下で雨やどりしている

握するζとを目的とする。 と，あ由時の』吋こがぬれてやってくるが，さっきいじわ

H 方法

るをしたからと仲間に入れてあげない。ぶたが困ってい

ると，おっかいから帰ってきたうさぎのおかあさんに出

会う。ぷたはおかあさんを背中にのせていって，みんな

に許してもらう。いつのまにか雨もやんで，きれいな虹

〔材料〕 がでている。

1) {:乙ぐまのζぐちゃん>{:もりのぷらんζ>{:り 〈おおきなたい乙ん>(12枚)

んりんかっぽかっぽ>{:おおきなだいζん〉の4種類白 乙れは，有名な《おおきなかぶ〉の話と同じで，かぷ

紙芝居 をたいζんに替えたものである。

のあらすじ おじいさんが大根の種を蒔く。太陽と雨由おかげで大

《乙ぐまの己ぐちゃん>(8枚〉 きな大きな大根ができる。おじいさんは抜ιうとしてひ

乙ぐまの己寸ちゃんが，山の上からつみきの自動車で つぱるが抜けない。おばあさんを呼んでいっじょにひっ

おりてきて，つみきがばらばらにζわれ，乙ぐちゃんは ばるがやはり抜けない。太郎を呼んでひっぱり，犬を呼

乙ろんでしまう。救急車が来て，とぐちゃんを病院に述 んでひっぱり.猫，ねずみと次々に呼んではひっぱるが

んでいく。病院で診察を受けて，どζ もけがもなく，病 抜けない。しまいに，見ている子どもたちに呼びかけ，

院でミニカーのおみやげをもらってパスで山へ帰る。 いっしょにひっぱってとうとう抜砂る。抜けた大根をみ

《もりのぷらんζ>(8枚〉 んなでかついでねりあるく。

くまが，木にぶらんとを作ってもらって遊んでいると， (対象〕

うさぎが申せてほしいとくる。くまがダメ，というので 当研究所Irおける育児講座白2歳且，保育所に通う 2

うさぎもぶらん乙を作ってもらう。次にたぬきがのせて 歳児島わせて延べ194名，保育所，幼稚園などに通う 3

ほしいとくるが，やはりダメといわれ，伺じ木にぶらん 歳児延べ104名， 4歳児延べ:92名であり，紙芝居どとり

ζを作ってもらう。きつねも同様で，とうとう一本の木 人数は表 llC示す通りである。

に4つのぷらんζが吊されてしまう。みんなで乗って遊 〔手続き)

んちいると，木がいたい，と悲鳴をあげる。びっくりし 1 紙芝居は，すべて同じ 1人の保育者が行ない，対

てぶらんとから降りた4匹は，けんかを始めるが，木白 象が追っても， ζとぼや仕草など，演じ方が一定になる

提案で，ひとつた也けにして順番に乗る己とになる。 ようにした。

《りんりんかっぽかっぽ>(12枚) 2 観察は， 4人の観察者で行ない，場面別記録用紙

ろばが，うさぎの子どもたちを乗せて野原をりんりん を用い，各場面ごとに対象児ひとりひとりの反応を記録
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表 1 対象児 (人)

乙こぐくち‘まゃのん ぶもらりんの乙 カり〉τ4ん器。り乃ん』ヨrおだおいきこんな

男 女 男 女 男 女 男 女 合計

2歳 41 41 26 26 20 20 10 10 194 

3歳 14 14 14 14 14 14 10 10 104 

4歳 12 12 12 12 12 12 10 10 92 

合計 61 61 52 52 46 46 30 30 390 

する。

〔観察期間1

1984年11月-1986年3月

E 結果

観察記録を年齢別It， 1各紙芝居の集中皮， 2場面別

の集中度， 3反応の分析，という 3つ目視南で整理した。

1. 紙芝居の集中度

紙芝居のひとつひとつについて，場面ごとに集中して

みている反応を1+1，よそみをしたり，歩きまわっていた

り，といった集中していない反応を{ー!と1.-，一場面に両

方白反応があった場合を{土)としてその割合を出した。そ

の結果をまとめたものは，表 21ζ示す通りである。また，

動作的反応をp，言語的反応をVとした場合のFとVの

割合は表3に示す通りである。己 ζから次のような結果

が得られる。

1) ど白紙芝居でも，年齢が高くなるにつれて集中度

も高くなる傾向がある。また， 2歳と 3歳のあいだで大

きく変化していることがわかる。

2) (ーV)は， 2成児だけItみる己とができる。 (ζ

れは，たとえば紙芝居の最中に他自干の靴を指さして「ま

いちゃんのとおんなじだ/Jというように，紙芝居の内

容に直接関係のないζ とばである。)

3) PとVについてみると，紙芝居の読み手が子ども

たちの反応をさそうような働きかけをしている場函 (<:ζ

ぐまのこぐちゃん〉で「ζ ぐちゃんて呼んでみて/Jと

表2 紙芝居別の集中皮

Eぐまのとぐちゃん もりめぶらんと

+ 土 + 土

呼びかける。また《おおきなだいとん〉で「みんなもい

っしょにひっぱってくれる ?Jと呼びかける。)では， 2 

歳児でもそれに応じて《ζ ぐまのこぐちゃん〉白 (+V)

と〈おおきなだいζん》由(+P)の富合が高くなって

いる。そうしたさそいかけのない2つの紙芝居では， 2 

歳と 4歳の(+P)と(+V)の割合には大きな差がで

ている。

表 3 動作的反応IPIと言語的反応IVI
(%) 

己ζくぐちまゃのん もらりんの
』ξ 己ドり同ん協り同んぼ だおおいきな

ζ/ν 

+ + + 十

F 31.2 16.2 32.1 
2歳

29.3 11.4 46.8 40.0 35.4 

V 51.1 0.9 38.6 0.0 31.5 4.3 23.1 1.5 

P 52.0 2.6 24.8 6.1 43.6 16.1 51.3 18.1 
3歳

V 45.4 。。 68.5 。。 40.3 。。 30.6 。。

P 51.8 2.1 23.3 
4歳

3.5 22.1 1.2 32.2 10.1 

V 45.5 。。 13.2 。。 16.1 。。 51.1 。。

2 場面別の集中度

集中度を場面別に示したものが図 1-1-図4-3で

ある。紙芝居ごとにみていきたい。

1) <:乙ぐまの己ぐちゃん〉の場面別集中皮

ζの紙芝居で.特に集中が低くなるのは， 2歳と 4歳

の場合の③の場面， 2歳の場合の⑦， 2歳と 3歳の⑥の

場面である。③は， ζ ぐちゃんが乙ろんでつみきの車が

ばらばらになっている場面であり， 2歳ではじっとすわ

っていられなかったり，紙芝居ιさわりに出てきたりす

る子どもがいると，他の子どももつられて出歩くなどが

みられ， 4歳では，車がぱらぱらになった様子を話し出

す友だちに気をとられたりしている。⑦はおみやげのミ

ニカーがでてくる場面であり， 2歳児は，自分の知って

いる車をさわりに出てくる子どもにつられて立ったり出

てくる子どもが何人もでてさわっくことが多い。③は，

Eぐちゃんがパスに乗って山へ射る場面であり，最終場

面であるが， rもうおしまい」と思って次の行動に移ろう

(必)

りんりんかっぽかっぽ おおきなだい己ん

+ 土 + 土

2歳 86.3 1.9 5.8 81.4 6.5 12.2 86.0 3.6 10.4 83.3 12.5 2.1 

3歳 93.8 6.2 。。 91.4 2.6 。。 94.2 3.9 1.9 91.1 1.5 0.8 

4歳 96.9 3.1 。。 98.9 1.1 。。 91.5 1.4 1.1 92.9 1.1 。。
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星: 2歳児の興味と理解

として，画面から注意がそれている傾向がある。

2) <(もり由ぷらんこ〉の場面別集中度

乙の紙芝居で集中が低くなるのは2歳児で①，⑤，⑦

③の場面. 3歳児で③の場面である。①は，くまがぶら

んこをしている場面で，はじめ¢部分である。⑥は，く

ま，うさぎ，たぬき，きつねのみんなが木のぷらんとを

といでいる前半と，木が『いたい，たすけてくれ」とい

う後半で別れている。 Eζでは，前半で集中がきれてい

た子どもたちか:.rいたいJの声It集中する傾向がみら

れる。⑦は，けんかの場面であるが，けんかの説明とそ

の解決の話であり 2歳では飽きている様子治まみられる。

@は，みんなが順番にぶらA;/:It乗るという場面で，乗

っているとき fひとつふたつ，みつつ ...Jと数える己

とばに反応するほかは，注意がそれているようすがみら

れた。

3) <(りんりんかっぽかっぽ〉の場面別集中度

乙の紙芝居では，集中度の場面別の流れをみると. 2 

歳から 4歳まで同じ形を示す部分と. 2歳と 3・4歳と

でまったく異なる形を示す部分とがはっきりわかれた。

共通している部分は，④を最大とする@-⑤の場面と

⑨，⑩の場面である。@-'⑤では，③できるが加わり，

@でぶたがねていてさそってもとない場商があり，⑤で

は，ろばの背中にかわりばんζに乗って歩いていく場面

1<:なる。@.⑮は，ぶたが再び登場するがいれてもらえ

ず，雨の中を歩いているとうさぎ白おかあさんに会う，

という場面であり. 2歳の場合は，次の@でぷたがうさ

ぎのおかあさんを背中にのせてきて，みんなに許しても

らうという場面でも(ー)は減っていない。 2歳と3・4歳

とが対照的な反応を示したのは@-③の場面である。⑥

では，おにどっ乙をしたりろばの背中をすべり台にして

動物たちが遊んだりし，⑦の後半で，空がくもってきて

ポツンポツンと雨がふりはじめ，③では雨がザTザア降

ってきて，大きな木の下でみんなで雨やどりをする。 2

歳では，注意のそれているζれらの場面で. 3歳・ 4歳

はよく集中している。

4) <(おおきなだいζん〉の場面別傑中皮

この紙芝居では，ひとつの場面全部をみていない骨)

で示される〕子どもは比較的少ないが，同じ場面で注意

がそれたり集中したり ((otjで示される〉する場合が多い。

各年齢とも比較的集中度カ吋邑いのは①の場面である。 2

歳と 3歳では@， @，③白場面. 2歳では⑨の場面であ

る。①はおじいさんが畑1<:種を蒔いたととろである。@は，

おばあさんがよばれて登場してくる場面てあり，集中のよく

なる⑤て初めて「ヨーイショヨイショJ0.;かけ声で大根ぬき

がはじまる。⑤は太郎の登場である。⑦でまた集中が良

くなるカえ乙乙で犬が登場している。③は，猫が登場し

てひっぱり，⑨ではねずみが登場している。己の場面で

「みんなもいっしょにひっぱってねJと読み手が働きか

けており. 2歳では，それまで注意がそれていた子ども

たちが，その呼びかけに応じて集中するようすがみられ

る。⑮で，ようやく大根が抜ける。 4歳では.@:-⑮白

場面で集中度の変化がみられないのが. 2・3歳と違っ

ている。

3 反応の分析

反応の内容については.1)紙芝居のζ とばに対する反

応.2)ストーリーに対する反応.3)薗商に対する反応，

4)他の子ともたちに対する反応，の4点から整理した。

1)紙芝居のととばに対する反応

繰り返しのことばのリズム一一〈もりのぶらん乙〉で

の「ダメダメダメダメダ F メJ.<(おおきなだい己ん〉

の中での「ヨーイショヨイショ Jなど. 4種のうち 3つ

の紙芝居までが，繰り返しのことばのリズムのおもしろ

さを中心に話が展開されている。とれらに対して，リズ

ムに応じる点では，どの年齢でも反応がみられたが，い

っしょに声をあわせて言う，という反応は年齢が高くな

るにつれて多くなり，また，繰り返しのでてくる予測が

できてはやくから反応するのも年齢由高い子どもたちで

あった。

繰り返し以外のこと1;1:への皮応一一以上白ようなくり

かえし以外でも. 2歳児ではおもしろい言いまわしをそ

のまま模倣するととが見られた。たとえば.rおきるが

キキキッて言ったの」という読み手のととばをそのまま

おうむ返しにうれしそうに言う，などて、ある。とうιた
反応は. 3歳・ 4歳ではみられなかった。また.rピー

ポーピーポ」という声It.それまで集中Lていなかった

子どもがパτノと振り向いたり.乙ぐちゃんが乙ろんで「い

ててててJという白を聞いて，自分のおしりをきする，

また.<(もり由ぷらんと〉で木が「いたいいたい」とい

うと集中する，等という行動もみられた。

2) ストーリーに対する反応

ストーリーに対して由反応として明確なものは全体と

してあまり多くないが. 2歳では，たとえば〈己ぐま白

乙ぐちゃん〉の病院で診てもらうという場面で「注射し

ない?Jと聞いたり.<(もりのぶらんζ〉の乗せてほし

いと動物が頼む場面で『いいよ」と応じたりする(紙芝

居ではダメという)乙とがみられる。 3歳・ 4歳になる

と，こうした自分を中心とした反応はみられない。 4歳

になると繰り返しによってストーリーが展開す品紙芝居

で，たとえばだいこんをひっぱる繰り返しに対l. 2回

めくらいから待ちかまえていっしょにやったり，といっ
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た，展開を理解した反応が多くみられ. 2歳児にはそう ムにのって楽しめるものであった。しかし，楽しみ方は

した予測のできている反応はみられなかった。 年齢ιよって異なり. 4歳では，繰り返しを予測してー

3) 画面K対する反応 緒K言う，などの反応がみられるが. 2歳児の場合は，

新しいも白が画面に宣揚すると，子どもたちはさまざ そのζとばがでてきて初めて反応しており，全体の流れ

まな反応を示すが. 2歳児の場合は，指差しだけではな の中ではとらえられていない。 Eのζ とは，総り返し以

く，席を立って前1<::出ていき，画面にさわろうとする行 外でも， ζ とばの響きがおもしろいとそれに対してその

動が多くみられた。 3歳・ 4歳では，出てくることはほ 場で反応する，という乙とにもあらわれており，表現そ

とんどなく，指さしをして名前を言う，など白反応がみ 白ものにひきずられるといった傾向を示すものといえよ

られた。また. 2歳児では，一度画面に登場したものが う。

描かれていないと.rぷたさんがいない」とか「つみき 2) ストーリーの理解

どζへいったの?Jなどという反応がみられた。画面1<:: 1)で，表現そのものに反応する傾向について述べたが，

対する反応は. 4種の紙芝居では.<ζ ぐまのζ ぐちゃ ζれは，ストーリーの理解という面からも分析できる。

ん〉が各年齢とも多くみられた。 たとえば.<もりのぶらんζ〉で 2歳では「いたい」

4)他の子どもたちに対する反応 と木が叫ぶ場面で急に集中度が高くなっても，その後ど

集中している場合1<::は，他の子ども白言ったζ とばを うなったか庄は関心がむかず，集中しなくなる例や，

真似して言う程度であるが，他の子どもたちの影響を受 《おおきなだいこん〉で，繰り返しのζ とば以外は集中

ける己とも少なくない。特に 2歳児の場合は，ひとりが していない例などに. 2歳児がストーリ -0)展開を理解

足をパタパタさせると，それが何人もに拡がっていく。 していない様子がみられる。また.<1:ぐまのζ ぐちゃ

また，紙芝居を指さしに前に出ていく子どもがいると， ん〉で「注射しない?Jと聞いたり.<もりのぷらん乙〉

つられていっしょに前へ出ていき，そのままふらふら歩 で「乗せてjと頼む動物に「いいよ」と返事をするなど

きまわってしまったりする。 3歳・ 4歳の場合は，他白 にみられるように. 2歳児は紙芝居の世界を対象化でき

子ども白勧告にちらと目をやることはあるが，そちらに ず，自分の世界ときちんと区別できていないと思われる。

ひきずりとまれずに，紙芝居にすぐもどる様子が観察さ 3歳でも，印象の強いものが出てくると，ストーリーか

れた。 らそれて自分の体験を話し出すといった例もかつてみら

れたが(注〉今回の観察では 3歳・ 4歳では，紙芝居の

IV 考 察 なかで，次はどうなるかを期待する反応がみられ，物語

を対象化でき，ストーリ一目展開の理解がすすんでいる

以上. 4種類の紙芝居における 2歳児り反応を. 3歳 ように思われた。

児. 4歳児との比較で述べてきたが 1集中度にみられ 3) 画面応対する反応

る2説児の特徴. 2反応の分析からみた 2歳児の特徴と 子どもの反応の中で，救急車，お医者さん，バス，動

いう 2点から考察していきたい。 物などへの集中皮が高いことは，身近なものへの興味が

1.集中度にみられる 2歳児の特徴 強い己とを示している。また，画面K知っているものが

図 1-1-1-4でもわかる通り. 2歳では集中して 登場すると，さわりに行くという反応は，紙芝居の世界

いない反応φ幼〉なりみられる。紙芝居によって，集中の を対象化できていないととと関連があると思われる。己

しかたの特徴は異なるが，年齢差がどの紙芝居について のζとは，言語発達の上で. 2歳では充分に思うことが

もはっきり出，特に 2歳と 3歳の間に大きな開きがある 言えない面があり. 1:とばで言うかわりに出ていって指

ζ とは. 2歳児にとって紙芝居を集中して観るという ζ さす，という行動ι出ているζ とも考えられよう。また，

との難しさを示しているといえよう。 興味をもったものが画面から消えるとそれを探したり質

2. 反応の分析からみた2歳児の特徴 閉したりするといった行動は，ストーリーと無関係に，

反応の内容について.1)繰り返しなど白ζとばに対す 個々の函函に興味をもっ段階であるζとを示している。

る反応.2)ストーリーの理解.3)画面に対する反応.4) 4) 他の子どもたちの影響

他の子どもたちからの影響，という点から考察したい。 友だちといっしょに観ていることで白楽しさは，反応

1)繰り返しなどの乙とば巨対する反応 としてはあまりはっきりでていないが. 1:とばのリズム

今回使用した紙芝居の繰り返し場面では，どれも，己 に魅かれて笑ったりするとき，となりどうしで笑いあう

とばがリズミカルに作られており. 2歳児でもそのリズ などは，ひとりで観ているのと巡った楽しさがある己と
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を示しているといえよう。また. 2歳児では，友だちが

席を立ったりするとつられてしまう子どもが多く，紙芝

居を観ている，という保育場面白体の認識が弱い乙とが

うかがわれる。

V 結び

2歳児白興味と理解についての特性を，紙芝居の観察

を通して検討した。 3歳児・ 4歳児との比較のなかで，

場面どとに分析した結果. 2歳児が，紙芝居を，全体の

流れを理解するのでなく，その場面ζ とに興味のあるも

の(乙とば，絵なと)It集中しているζ とが明確になっ

た。また，紙芝居申世界を対象化できず，自分と一体化

する傾向があるように恩われた。とのような特徴を把握

する乙とで，紙芝居などを保育にとり入れる場合，材料

の選び方も，また保育者の読み方も配慮できるのではな

いだろうか。材料そのものの吟味，また子どもたち白集

団の特徴との関連なとやについては今後の課題としたい。

本研究Itあたり，ど協力いただきました保育所，幼稚

園田先生方，ならびにお母綴方に感謝いたします。

(注) 星美智子他:3歳児の興味と理解It関する研究一一

劇あそびを通して 日本総合愛育研究所紀要第12集

(昭和51年〉
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